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日出学園中学校・高等学校 No.２０８ 

 今年も残すところ、あと２週間です。昨年に引き続き、今年も新型コロナウイル

ス感染症の影響で、一部の行事が延期や中止となりました。しかし、その中でも検

討を重ね、感染症対策を徹底しならが球技大会や学年ごとのレクリエーションなど

を実施することができました。みなさんが楽しんでいる姿を見ることができて嬉し

かったです。何事も継続するということは大変なことですが、来年も 1 人 1 人の

感染症対策が自分や周りの人たちみんなを助ける１年となるように、引き続き徹底

していきましょう。 

答案返却が終わると、家庭学習日や冬休みと自宅で過ごす時間が増えます。テス

トが終わったこともあり気が抜けて、つい家の中でダラダラ・ゴロゴロ過ごしてし

まう人もいるかもしれません。しかし、自由に過ごせるからこそ、どう過ごすかを

自分自身で決めることができます。休み明けの体調不良を防ぐためにも、元気に充

実した冬休みを過ごすためにも、学校がある日と生活リズムをあまり変えず過ごし

てみてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

① 感染経路…｢飛沫
ひ ま つ

感染｣と「接触感染」 

「飛沫感染」は感染者の咳やくしゃみで飛び散ったしぶきが、口や鼻から入っ

て感染することがほとんどです。「接触感染」はウイルスの着いたドアノブ、

スイッチ、手すりなど他の人と共有するものを触った手で、口や鼻をさわるこ

とで感染します。 

② 症状 

感染してから発症するまで期間は約１～２日です。発症すると３８度以上の発

熱、寒気、全身のだるさ、関節の痛み、頭痛、筋肉痛などの症状が急に起こり

ます。のどの痛み、鼻水、咳やくしゃみの症状が出ることもあります。 

③ 予防 

・基本的感染対策として手洗い・アルコール消毒・マスク着用・ 

咳エチケットを徹底する。 

・日頃から健康観察を行う。 

・空気が乾燥すると感染しやすくなるため、部屋を 50～60％に加湿する。 

・人混みへの外出は控え、外出時はいつも以上に感染対策を徹底しましょう。 

④ インフルエンザを疑う症状がある時の対応 

・インフルエンザが疑われる場合には、病院に事前に電話相談の上、受診をするよ

うにしてください。医療機関の迅速検査の種類によっては発症後８時間経たない

と正確な結果が出ないという場合もあります。 

・抗インフルエンザウイルス薬を発症から４８時間以内に服用すると、効果的に 

症状を抑えられるので早めに受診をしましょう。 

⑤ インフルエンザに感染した時の対応 

・水分・栄養補給、睡眠を十分にとり、安静に過ごしましょう。 

 
 

２０２０年度はインフルエンザの感染者が全国的に極めて少なく、流行は起こりませんで

したが、警戒すべき感染症であることに変わりはありません。お子様がインフルエンザに

感染・発症した場合の出席停止基準について、あらためてご確認をお願いいたします。 

学校保健安全法では「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで」

出席停止とされており、以下の表のようにまとめることができます。なお、日数的には「登

校可」になったとしても、お子様の回復の様子などを十分に考慮し、必要に応じて医師と

もご相談の上、登校の可否を判断いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



感染経路…「経口感染」、「接触感染」、「空気感染」 

「経口感染」はウイルスに汚染された食品(二枚貝など)を生または十分に加熱せ

ずに食べることで感染します。「接触感染」は感染している人が手や指を使い調理

したものを飲食すること、感染者の便や嘔吐物が床やドアノブ、スイッチ、タオル

に付着しているのに気付かずに触り、手洗いでも落としきれず、気付かぬうちに口

に入ることで感染します。「空気感染」は便や嘔吐物が乾燥して、空気中に浮遊し

て、呼吸とともに吸い込んでしまうことでも感染します。 

① 症状 

感染してから発症まで１～２日程度といわれています。発症すると吐き気、 

嘔吐、下痢、腹痛などが数日続きます。 

② 予防 

・飲食や調理の前、トイレの後などには、十分な手洗いをしましょう。 

・食品は８５℃以上で１分以上の加熱調理をして食べましょう。 

③ かかった時の対応 

抗ウイルス薬はありません。脱水症状を起こしたり、体力を消耗しないように、

水分と栄養の補給を十分にとりましょう。 

※下痢止めの薬は回復を遅らせることがあるので、勝手に飲むのはやめましょう。 

※症状が回復しても、ウイルスは２週間～１ケ月程体内に存在し、便として排出 

されるため、二次感染にも注意が必要です。 

④ 気をつけること 

・処理をする時は、使い捨てのマスク、手袋、エプロンをしましょう。 

・便や嘔吐物は乾く前にすばやく処理し、拭き取った後、適切な濃度の塩素系

漂白剤で消毒しましょう。 

  ・処理後は十分に手洗い・うがいをし、室内も換気をしましょう。 

・汚れた衣類も塩素系漂白剤で消毒しましょう。(スチームアイロンも効果あり) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、習志野保健所管内の保育園でノロウイルスによる大規模な感染性胃腸炎の

集団感染が確認されたそうです。今後、冬場における患者数の増加により学校でも

集団発生する恐れがあります。感染性胃腸炎と診断されましたら、速やかに学校ま

でお知らせください。また登校再開目安として「下痢、嘔吐が軽快し、全身症状

が改善するまで」とされていますが、登校再開に際して必ず医師にご相談くださ 


